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大阪市立大学理学部附属植物園は、2019年 8月 20日（火）～9月 8日（日）

に、初企画イベント「植物園 俳句展」～植物園を詠む～を開催します。 
それに先立ち、この俳句展で展示する当園で創作された俳句を募集いたします。 

 
 
 
 

ぜひ皆さまに広くご周知いただき、ご取材についてご検討いただきますよう、どうぞよろしくお願
いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆作品応募について 
１ 募集期間  2019 年 3 月 20 日（水）～5 月 31 日（金）  
２ 応募要項  ①当植物園で着想し創作した俳句とします。 
        ②応募期間中、一人二句限りとします。 
        ③応募者が創作した未発表作品に限ります。 
        ④ご応募いただいた投句用紙は返却いたしません。 
        ※その他、詳細は投句用紙をご覧ください。郵送およびメールでの投句は受付しません。 
３ 特  典  投句用紙を事務所窓口に提出いただいた方には、『植物園ポストカード』を進呈 
４ 選  者  大阪市立大学大学院経済学研究科 准教授 杉田菜穂（俳人） 
        大阪市立大学理学部附属植物園  園長  山田敏弘（進化古植物学） 
◆俳句展について 
１ 開催期間  2019 年 8 月 20 日（火）～9 月 8 日（日） 
２ 会  場  大阪市立大学理学部附属植物園 実習室 

（大阪府交野市私市 2000） 
        アクセス：京阪電車交野線「私市（きさいち）」駅下車、徒歩約 6 分 
        http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/biol/botan/1_01_prof_files/0_01_04_a.html 
３ 入 園 料  350 円 
        ※中学生以下は無料、大阪市民で満 65 歳以上の方は無料（住所・年齢の分かるもの

を提示）、障がい者手帳をお持ちの方（本人と付添の方 1 名）植物園メイトカード

をお持ちの方（65 歳以上の交野市民で植物園メイトに登録された方）は無料 
 

「植物園 俳句展」～植物園を詠む～ 

作品募集ならびに開催 

   

【本件に関する問合せ先】 
大阪市立大学理学部附属植物園 担当： 中野 

TEL：072-891-2059  FAX：072-891-2101 

 

プレスリリース 

■応募作品は文学的観点および植物学的観点で選定した上で実習室にて展示 
■最優秀作一句、優秀作二句、佳作三句を選定予定 
■投句用紙を事務所窓口に提出いただいた方には、『植物園ポストカード』を進呈 
 

創作意欲を刺激する、四季折々美しい植物園の自然 

早春を告げるカタクリ 大迫力の枝垂れ桜 当園のシンボルツリー・メタセコイア 

http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/biol/botan/1_01_prof_files/0_01_04_a.html


募集期間 2019年3月20日（水）～5月31日（金）
展示期間 2019年8月20日（火）～9月8日（日）

お問い合わせは植物園事務所まで、またはWebサイトをご覧ください。

TEL 072－891－2059 Web http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/biol/botan

■応募要項 ①当植物園で着想し創作した俳句とします。
②応募期間中、一人二句限りとします。
③応募者が創作した未発表作品に限ります。
④ご応募いただいた投句用紙は返却いたしません。

その他、詳細は投句用紙をご覧ください。

■特 典 投句用紙を事務所窓口に提出いただいた方には、
『植物園ポストカード』を進呈します。
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